
広島ユネスコ新春フェスタ 2018 
広島ユネスコ協会の活動の大きな柱となる恒例行事「広島ユネスコ新春フェスタ

2018」（広島市助成事業、後援・広島市教育委員会、協力・一般財団法人多山報恩会）

が、今年も 1月 27日（土）、広島市文化交流会館で、にぎやかに、そして厳かに開か

れました。 

 プログラムは、「第 20回広島ユネスコ活動奨励賞授賞式」「新春コンサート」「祝賀

会」の順に進められました。 

 

 

 

第 20回広島ユネスコ活動奨励賞授賞式 

 ～４つの学校と６団体を表彰～ 

 最初の授賞式では、主催者挨拶・亀井章広島ユネスコ協会長（代読）、祝辞・谷本

睦志広島市民局長（代読）、講評・由井義通 広島大学大学院教育学研究科教授（代

読）に次いで、地域や海外との間で、平和・教育・環境・福祉交流などを通じて、「ユ

ネスコの平和の心」につながる活動を地道に広げている、学校（４校）と社会部門（6

団体）の表彰が行われました（学校・団体名と、その活動内容は別掲）。 

各受賞者には、表彰状と記念の盾が贈られました。この後、受賞者から、日頃の活

動内容が報告され、会場の皆さんは興味を持って耳を傾けておられました。受賞され

た学校・団体の記念撮影も行われ、思い出に残る晴れ舞台となったようです。 

 

 

会長挨拶（古田副会長代読） 

 

講評（世木田副会長代読） 

 

司会 井尾副会長 
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新春コンサート 

～さわやかな歌声に包まれ、感動のひとときを～ 

続いて舞台は新春コンサートへ。この日、出演いただいたのは、50年以上の歴史を

持つ、広島県庁合唱団（団長・上平 毅さん）。現職員やＯＢ、関係者の構成からな

る実力派合唱団です。指揮・栗栖 亮さん、ピアノ・坂井桂子さんのリードで、15 人

からなる合唱団が、第一部「美しい日本」をテーマに、「ふるさと」などの唱歌 11曲

をメドレーで、「恋をテーマ」に「めぐる季節」など、アンコール曲を含めて８曲を

さわやかに、心にしみわたるように熱唱されました。 

会場に響く歌声を聴いた人たちは口々に、「昔懐かしい歌声を聴いて、心がホッと

しました」「子ども時代や、生まれ育った田舎を思い出しながら聴いていました」「柔

らかな歌声に心が洗われたようです」と、感激のひとときを過ごされた様子でした。 

 

 

 

 
 

 

  

 



受賞祝賀会 

祝賀会では、受賞校、受賞団体の紹介に次いで、各受賞者から「一言アピール」が

行われるとともに、受賞者、来賓、協会員との和やかな談笑や交流が行われ、今後の

活動の活発な展開を約束し合いました。 

 

祝賀会開会挨拶 藤井副会長 

 

 

 

  

 

祝賀 亀井会長 

 

閉会挨拶 世木田副会長 



活動奨励賞を受賞された学校・団体、その活動概要 

＜学校部門＞ 
○広島市立荒神町小学校   校長 友田 圭一 

 ネパールを中心として、児童の手紙や作品等を現地の学校と交流したり、校区内の

留学生会館と連携し合ったりすることにより、国際交流や多文化理解を推進。 

○広島市立中野東小学校   校長 坊田 裕紀子 

 「緑のカーテンは地球を救うか？」という環境問題を学校全体で設定し、学年に応

じた環境緑化の活動を全教科・領域を通じて実施。 

○広島市立戸山小・中学校  校長 久都内 文治 

 郷土の伝統芸能である「戸山田楽ばやし」を継承・保存していくとともに、地域の

歴史や自然環境を理解しながら、防災活動を実施。 

○広島市立沼田高等学校    校長 野依 英二 

 町内の小・中学校、大学と積極的に連携を図り、交流を図る場（「十六の会」等）

を設けて、文化やスポーツ等をリードする活動を行い、地域の町づくりに貢献。 

 

＜社会部門＞ 

○NGO Art Angel International   代表  Nory Qareeb 

 「平和・環境・芸術」をキーワードに、タイやミャンマーの児童施設への支援活動

を行うとともに、自立・自活への技術活動を援助。 

○ダイヤモンズ       代表 金輪 忠雄 

 ヒロシマ・広島の福祉施設に赴き、ダンベル体操・歌・フラダンス等を披露する中

で、利用者の平和希求かつ健康寿命を延ばす活動を実施。 

○黄金山さくらの会      会長 下村 邦三 

 黄金山（南区）を再度、桜の名所にするため、桜の再生や様々な種類の桜が咲く「桜

の博物館」を目指し、植樹や剪定・下草刈り等を継続。 

○高校生平和大使派遣委員会  中国地区共同代表 小早川 健 

 「ビリョクだけどムリョクじゃない」を合い言葉に、平和を願う「ヒロシマの心」

を伝え、核兵器廃絶と平和な世界の実現を目指す活動を展開。 

○本川おもてなし隊      代表 田中 八重子 

 海外からの来訪者に対して、茶道・書道等の日本文化の紹介や体験の機会を設ける

とともに、本川小学校と連携した平和学習等を実施。 

○湯来ふるさとプロジェクト  代表  佐々木大五朗 

  禿げ山であった地元の狐原山（佐伯区）を、「桜の森」にするため、植樹や下草刈

り・不用木の伐採・散策道の整備等を行い、人々が憩える場に尽力。 

 

          

 


